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特別記事

特
別
記
事

周
偉
嘉
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
周
偉
嘉
君
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文

の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
　
章

第
】
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

「
中
国
第
三
党
の
研
究
」

中
国
第
三
党
研
究
の
分
析
視
点

第
】
次
国
共
合
作
分
裂
後
の
第
三
党
と
中
共

第
一
次
国
共
合
作
分
裂
後
の
第
三
党
と
国
民
党
改
組
派

福
建
省
に
お
け
る
初
期
第
三
党
の
発
展

第
三
党
形
成
初
期
に
お
け
る
章
伯
鈎

福
建
事
変
に
お
け
る
第
三
党
の
役
割

第
三
党
と
福
建
人
民
革
命
政
府
内
の
党
派
関
係

結
　
論

　
二
〇
世
紀
前
半
の
中
国
革
命
が
中
国
国
民
党
と
中
国
共
産
党
と
の

対
立
に
収
敏
し
た
た
め
に
、
両
党
の
中
問
に
存
在
し
た
第
三
勢
力
に

関
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
た
と
え

あ
っ
た
と
し
て
も
、
第
三
勢
力
の
果
た
し
た
役
割
を
国
民
党
な
い
し

は
共
産
党
の
立
場
か
ら
評
価
す
る
研
究
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

第
三
勢
力
そ
の
も
の
を
分
析
し
た
研
究
は
少
な
か
っ
た
。

　
第
三
党
は
、
第
三
勢
力
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
な
政
治
集
団
の

一
つ
で
あ
り
、
そ
の
名
称
の
示
す
ご
と
く
、
国
民
党
と
共
産
党
と
の

あ
い
だ
に
存
在
し
た
中
間
勢
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
三
党
が
自
ら

を
そ
の
よ
う
な
名
称
で
呼
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
第
三
党
が
最
初
に

「
中
華
革
命
党
」
と
い
う
政
党
と
し
て
現
れ
た
の
は
、
一
九
二
七
年

七
月
に
国
共
合
作
が
分
裂
し
た
後
の
二
八
年
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
参
加
し
た
の
は
、
中
共
か
ら
の
離
脱
者
と
一
部
の
国
民
党
左

派
の
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
華
革
命
党
は
一
九
二
九
年
後
半
に
崩

壊
し
、
一
九
三
〇
年
八
月
に
郡
演
達
の
指
導
下
に
「
中
国
国
民
党
臨

時
行
動
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
民
党
に
よ
る
郵
演

達
の
逮
捕
・
処
刑
に
続
き
同
委
員
会
は
再
び
分
裂
し
た
。
臨
時
行
動

委
員
会
は
一
九
三
五
年
一
一
月
黄
瑛
翔
の
主
導
下
に
「
中
華
民
族
解

放
行
動
委
員
会
」
と
な
り
、
一
九
四
七
年
に
「
中
国
農
工
民
主
党
」

と
改
名
し
、
今
日
中
華
人
民
共
和
国
で
民
主
諸
党
派
の
一
つ
と
し
て

存
在
し
て
い
る
。
中
国
政
党
史
に
お
い
て
こ
れ
ら
一
連
の
政
党
が

「
第
三
党
」
と
総
称
さ
れ
て
お
り
、
周
偉
嘉
君
も
こ
の
呼
称
を
採
用

し
て
い
る
。
本
論
文
の
主
要
な
分
析
対
象
は
、
第
三
党
が
も
っ
と
も

活
躍
し
た
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
前
半
ま
で
の
時
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期
で
あ
る
。

　
序
章
に
お
い
て
周
偉
嘉
君
は
、
「
第
三
党
と
は
第
一
次
国
共
合
作

分
裂
後
、
中
国
国
民
党
と
中
国
共
産
党
に
対
抗
し
て
生
ま
れ
た
、
第

三
の
道
を
唱
え
る
中
間
勢
力
で
あ
る
」
と
定
義
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
研
究
の
基
本
的
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
す
で
に
示
唆
し

た
よ
う
に
、
第
三
党
の
体
系
的
研
究
が
欠
如
し
て
い
る
が
故
に
、
そ

の
全
体
像
を
解
明
す
る
た
め
に
は
事
実
の
確
定
が
研
究
の
重
要
な
一

部
を
構
成
す
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
序
章
で
示
さ
れ
た
周
君
の
分
析
視
角
は
、
こ
の
事

実
の
確
定
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
第
一
の
視
角
は
、
第
三
党
の

思
想
的
起
源
を
諌
平
山
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
執
行
委
員
会
拡
大

会
議
（
一
九
二
六
年
二
月
）
に
お
け
る
発
言
に
求
め
て
い
る
。
こ

の
問
題
は
第
一
章
で
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
が
、
周
君
独
自
の
見
解
で

あ
り
、
第
三
党
の
全
体
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
第
二

の
視
角
は
、
離
合
集
散
を
繰
り
返
す
第
三
党
の
運
動
を
整
理
し
、
郡

演
達
、
諏
平
山
、
章
伯
鉤
の
三
人
の
指
導
者
を
中
心
に
し
て
こ
の
運

動
を
再
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
の
視
角
は
、

第
三
党
の
運
動
を
他
の
政
党
政
派
と
の
関
連
で
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
国
民
党
や
共
産
党
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
第
三
党
独
自

の
立
場
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
、
本
論
文
全
体
に
わ
た
る
周
君
の
基

本
的
視
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
章
は
、
相
互
に
関
連
し
た
二
つ
の
間
題
を
扱
っ
て
い
る
。
第

三
党
の
思
想
的
起
源
と
そ
の
中
共
と
の
関
係
で
あ
る
。

　
第
三
党
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
九
二
七
年
七
月
の
武

漢
政
府
の
崩
壊
直
前
に
求
め
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
周
偉

嘉
君
は
第
一
次
国
共
合
作
時
期
の
多
く
の
中
共
の
文
書
を
検
討
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
一
九
二
六
年
の
調
平
山
の
発
言
の
な
か
に
求
め
て

い
る
。
謂
平
山
自
身
は
い
ま
だ
共
産
党
員
で
あ
っ
た
が
、
国
共
合
作

の
危
機
の
な
か
で
国
共
両
党
か
ら
独
立
し
た
第
三
党
の
組
織
を
中
共

の
な
か
で
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
や
が
て
彼
は
一
九
二
七
年

一
一
月
に
中
共
を
除
名
さ
れ
た
。
国
共
分
裂
に
際
し
国
民
党
左
派
に

属
す
る
鄙
演
達
ら
も
、
国
共
合
作
の
崩
壊
過
程
を
通
し
て
両
党
に
失

望
と
不
信
感
を
抱
き
、
第
三
党
の
組
織
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
。

一
九
二
八
年
春
こ
れ
ら
二
つ
の
集
団
が
合
流
し
て
中
華
革
命
党
が
結

成
さ
れ
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
周
君
に
よ
る
中

華
革
命
党
結
成
に
至
る
事
実
解
明
の
努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
第
三
党
結
成
お
よ
び
郵
演
達
帰
国
後
の
中
国
国
民
党

臨
時
行
動
委
員
会
へ
の
改
組
は
、
中
共
と
の
対
立
を
内
包
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
周
偉
嘉
君
の
主
要
な
関
心
は
、
第
三
党
と
中
共
と
の
理

論
的
対
立
の
解
明
に
あ
っ
た
。
第
三
党
は
平
民
革
命
を
提
唱
し
た
。

そ
れ
は
、
労
働
者
、
農
民
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
中
間
勢
力
と
し
て

の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
革
命
に
お
け
る
積
極
的
役
割
を
評
価
す
る
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も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
中
間
派
を
排
除
し
た
当
時
の
中
共

の
政
治
路
線
に
対
抗
す
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
間
勢

力
評
価
の
問
題
は
、
第
三
党
と
中
共
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
当
時

の
革
命
運
動
が
直
面
し
て
い
た
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
周
君
は
中
共
と
の
対
立
の
問
題
を
扱
い
な
が
ら
、
よ
り
広
い
背

景
の
な
か
で
第
三
党
を
評
価
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
い
ま
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
第
三
党
の
政
策
の
な
か
で
生
産

力
の
発
展
の
重
視
、
制
限
さ
れ
た
私
有
制
、
民
族
工
業
・
農
業
の
奨

励
な
ど
の
要
素
を
抽
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
周
君
が
、
こ
れ
ら

の
要
素
と
中
共
の
新
民
主
主
義
論
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
国
家
資

本
主
義
の
政
策
、
今
日
の
改
革
・
開
放
路
線
の
な
か
に
共
通
点
を
見

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
三
党
の
政
策
の
現
代
的
意
義
を
検
証
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　
第
二
章
で
取
り
L
げ
る
国
民
党
改
組
派
と
は
、
か
つ
て
の
国
民
党

左
派
と
一
部
の
共
産
党
か
ら
の
脱
党
者
に
よ
っ
て
一
九
二
八
年
冬
に

上
海
で
結
成
さ
れ
た
「
中
国
国
民
党
改
組
同
志
会
」
の
人
々
を
指
す
。

そ
れ
は
、
武
漢
政
府
時
期
の
共
産
党
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
蒋
介

石
の
下
で
中
央
集
権
化
し
た
国
民
党
に
も
反
対
し
た
中
間
勢
力
で
あ

っ
た
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
改
組
派
は
第
三
党
の
立
場
に
類
似
し

た
存
在
で
あ
っ
た
。

　
周
偉
嘉
君
が
本
章
で
取
り
上
げ
た
第
一
の
問
題
は
、
改
組
派
結
成

の
前
段
階
と
し
て
、
武
漢
政
府
時
代
の
郡
演
達
と
江
精
衛
の
人
脈
を

検
討
し
、
土
地
問
題
、
労
農
運
動
の
急
進
化
を
め
ぐ
る
第
三
党
と
改

組
派
と
の
政
策
・
路
線
L
の
対
立
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。　
第
二
の
問
題
は
、
第
三
党
と
改
組
派
と
の
対
立
を
取
り
ヒ
げ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
君
は
中
華
革
命
党
と
改
組
派
と
の
論

戦
を
、
「
新
た
な
理
論
的
展
開
を
示
す
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
批

判
に
対
す
る
反
批
判
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と

結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
臨
時
行
動
委
員
会
は
、
「
革
命
的
手
段

で
旧
社
会
の
秩
序
を
破
壊
し
、
平
民
政
権
を
樹
立
す
る
と
い
う
点
に

お
い
て
」
改
組
派
と
は
異
な
り
、
一
九
三
〇
年
に
改
組
派
が
参
加
し

た
反
蒋
戦
争
の
な
か
で
樹
立
さ
れ
た
「
北
方
政
府
」
の
失
敗
を
改
組

派
運
動
の
歴
史
的
失
敗
と
評
価
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
見
る
限
り
、
第
三
党
と
改
組
派
と
の
あ
い
だ
に
基
本

的
な
理
論
L
の
相
違
は
な
い
。
両
者
が
中
間
勢
力
と
し
て
の
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
の
積
極
的
役
割
を
評
価
し
、
蒋
介
石
の
国
民
党
と
中
共
に

反
対
す
る
中
間
勢
力
で
あ
る
が
故
に
、
こ
れ
は
当
然
の
結
論
で
あ
っ

た
。
但
し
、
こ
こ
で
周
君
が
第
三
党
の
政
策
が
改
組
派
と
の
対
抗
関

係
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
政
党
間
の

相
互
作
用
の
な
か
で
各
党
の
運
動
を
捉
え
よ
う
と
す
る
中
国
政
党
史

研
究
の
新
し
い
方
向
を
示
し
て
い
る
。
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福
建
省
は
第
三
党
の
も
っ
と
も
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
そ
れ
故
に

南
京
国
民
政
府
に
対
抗
す
る
た
め
の
第
三
党
と
中
共
と
の
勢
力
争
い

の
場
で
も
あ
っ
た
。
第
三
章
は
、
中
共
閾
西
根
拠
地
（
福
建
省
西

部
）
で
発
生
し
た
「
社
会
民
主
党
を
粛
清
す
る
事
件
」
（
閏
西
粛
清
）

を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
閏
西
粛
清
事
件
と
は
、
中
共
閲
西
根
拠
地
で
活
動
し
て
い
た
第
三

党
党
員
に
対
し
て
、
一
九
三
一
年
一
月
か
ら
三
二
年
三
月
ま
で
に
中

共
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
粛
清
で
あ
る
。
周
偉
嘉
君
は
、
こ
の
よ
う
な

事
件
に
至
る
背
景
と
し
て
、
ま
ず
国
共
合
作
分
裂
後
の
中
共
の
第
三

党
評
価
の
変
遷
を
跡
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
分
析
の
詳
細
を
省
略

し
、
「
第
三
党
に
対
す
る
中
共
の
認
識
は
、
み
ず
か
ら
の
政
策
転
換

と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
影
響
を
受
け
て
、
第
三
党
を
反
革
命
の
政
党
と

見
な
す
よ
う
に
な
」
っ
た
と
い
う
周
君
の
結
論
を
示
し
て
お
く
。
続

い
て
福
建
省
に
お
け
る
第
三
党
の
活
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
一
九
三
〇

年
に
は
福
建
省
本
部
の
党
員
数
が
二
〇
〇
〇
人
に
達
し
て
い
た
と
言

わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
情
況
の
な
か
で
福
建
省
西
部
で
発

生
し
た
第
三
党
と
中
共
と
の
衝
突
の
事
実
が
解
明
さ
れ
る
。

　
従
来
こ
の
事
件
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
研
究
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
の
意
味
で
、
本
章
に
お
い
て
第
三
党
研
究
の
一
環
と
し
て
事

件
の
概
要
が
解
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
政
治
史
研
究
へ
の

重
要
な
貢
献
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
件
の
研
究
の
副
産
物
と
し

て
、
「
社
会
民
主
党
」
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
周

君
は
多
く
の
資
料
を
検
討
し
た
結
果
と
し
て
「
社
会
民
主
党
」
と
は

第
三
党
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
そ
れ
は
、
第
三
党
が
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
独
裁
に
反
対
し
、
議
会
制
民
主
主
義
を
通
し
て
の
社
会
主
義
の

実
現
を
主
張
し
た
第
ニ
イ
ン
タ
ー
の
路
線
を
と
っ
て
い
る
と
評
価
す

る
中
共
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
呼
称
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
は
、
第
三
党
形
成
過
程
に
お
け
る
章
伯
鈎
（
一
八
九
五
～

一
九
六
九
）
の
役
割
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
章
伯
鉤

に
つ
い
て
は
、
彼
が
国
共
両
党
に
反
対
し
た
と
い
う
政
治
的
理
由
と

あ
ま
り
多
く
著
作
を
残
さ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
中
国
で
は

研
究
が
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
で
は

章
伯
鈎
の
伝
記
的
叙
述
に
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
。

　
周
偉
嘉
君
は
、
章
伯
鈎
が
中
華
革
命
党
、
臨
時
行
動
委
員
会
へ
参

加
し
た
政
治
活
動
を
跡
づ
け
な
が
ら
、
元
共
産
党
員
で
あ
る
章
を
中

共
と
第
三
党
と
の
橋
渡
し
的
地
位
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
立
場

は
、
彼
の
理
論
的
立
場
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
の
が
周
君

の
分
析
で
あ
る
。
つ
ま
り
章
伯
鈎
は
、
都
演
達
、
謂
平
山
が
平
民
革

命
論
に
お
い
て
中
問
階
級
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
役
割
を
相

対
的
に
高
く
評
価
し
た
の
に
対
し
、
中
間
階
級
の
役
割
を
低
く
評
価

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
周
君
は
こ
の
点
に
お
い
て
章
が
当
時
の
中
間

勢
力
を
排
し
た
中
共
の
急
進
的
路
線
に
近
か
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。
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こ
の
こ
と
は
、
来
る
べ
き
福
建
人
民
革
命
政
府
事
変
に
お
け
る
章
伯

鉤
の
役
割
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
福
建
事
変
と
は
、
一
九
三
三
年
】
月
二
〇
日
、
国
民
革
命
軍
第
一

九
路
軍
内
の
李
済
深
ら
の
反
蒋
派
と
第
三
党
、
神
州
国
光
社
、
国
家

主
義
派
な
ど
の
第
三
勢
力
が
連
合
し
て
、
福
州
に
「
中
華
共
和
国
人

民
革
命
政
府
」
を
樹
立
し
た
が
、
一
九
三
四
年
一
月
一
五
日
に
崩
壊

し
た
事
件
を
指
す
。

　
福
建
事
変
に
お
い
て
第
三
党
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
第
五

章
は
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
分
析
さ
れ
て
い
る
の
は
、

事
変
発
生
の
過
程
に
お
け
る
第
三
党
と
第
一
九
路
軍
な
ら
び
に
中
共

と
の
関
係
で
あ
る
。
周
偉
嘉
君
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
臨
時
行

動
委
員
会
の
指
導
者
・
黄
瑛
翔
と
第
一
九
路
軍
の
指
導
者
・
察
廷
錯

と
の
個
人
的
接
近
の
過
程
、
な
ら
び
に
「
反
蒋
抗
日
」
の
路
線
上
に

お
け
る
第
三
党
と
第
一
九
路
軍
と
の
合
作
の
過
程
で
あ
る
。
本
章
で

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
ま
ひ
と
つ
の
事
実
は
、
事
変
発
生
に
つ
な
が
る

第
一
九
路
軍
と
中
共
と
の
接
近
の
過
程
に
お
い
て
、
第
三
党
、
特
に

第
四
章
で
取
り
上
げ
た
章
伯
鉤
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
以
上
に
お
い
て
、
周
君
は
福
建
事
変
発
生
に
至
る
過

程
で
第
三
党
の
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。

　
第
六
章
は
、
福
建
人
民
革
命
政
府
に
参
加
し
た
諸
党
派
と
第
三
党

と
の
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
政
府
に
は
、
国
民
革

命
軍
第
一
九
路
軍
の
一
部
の
軍
人
、
第
三
党
、
神
州
国
光
社
、
国
家

主
義
派
の
人
々
が
参
加
し
た
。

　
ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
国
家
主
義
派
と
神
州
国
光
社
の
政

府
へ
の
参
加
で
あ
る
。
国
家
主
義
派
（
中
国
青
年
党
、
以
前
の
独
立

青
年
党
）
の
一
部
が
対
日
抗
戦
と
国
民
党
独
裁
に
反
対
し
て
福
建
人

民
革
命
政
府
に
参
加
し
た
が
、
主
要
な
指
導
部
は
第
三
党
な
ら
び
に

政
府
に
対
す
る
不
信
か
ら
参
加
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。

　
第
三
党
と
神
州
国
光
社
と
の
関
係
は
よ
り
複
雑
で
あ
っ
た
。
神
州

国
光
社
の
歴
史
は
一
九
〇
一
年
ま
で
遡
る
が
、
こ
こ
で
は
王
礼
錫
、

胡
秋
原
ら
を
中
心
と
し
て
、
一
九
三
一
年
に
発
行
さ
れ
た
『
読
書
雑

誌
』
誌
上
に
お
け
る
中
国
社
会
史
論
戦
に
参
加
し
た
左
翼
知
識
人
の

集
団
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
必
ず
し
も
政
党
と
し
て
の
組
織
を
有
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
第
一
九
路
軍
系
の
陳
銘
枢
の
支
援
を
受
け
て
人
民

革
命
政
府
に
参
加
し
て
い
た
。
し
か
る
に
、
陳
銘
枢
ら
の
神
州
国
光

社
の
人
々
は
人
民
革
命
政
府
に
お
け
る
第
三
党
の
活
動
に
警
戒
心
を

抱
き
、
第
三
党
を
解
散
さ
せ
て
一
九
三
三
年
一
月
に
生
産
人
民
党
を

発
足
さ
せ
た
。
「
生
産
人
民
党
の
設
立
は
各
党
派
の
解
消
を
前
提
と

し
て
い
た
が
、
そ
の
狙
い
の
一
つ
は
第
三
党
を
吸
収
し
、
結
合
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
統
合
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
人
民
党
内
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部
に
お
け
る
第
三
党
と
神
州
国
光
社
と
の
対
立
が
福
建
人
民
革
命
政

府
の
下
で
存
続
し
た
。
周
偉
嘉
君
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
政
府

内
に
お
け
る
両
者
の
力
関
係
な
ら
び
に
路
線
上
の
対
立
を
分
析
し
て

い
る
。
同
君
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
主
要
な
対
立
点
は
二
つ
あ
る
。

人
民
革
命
政
府
は
、
土
地
政
策
と
し
て
「
計
口
授
田
」
を
掲
げ
た
。

そ
れ
は
、
「
各
郷
の
人
口
数
と
耕
地
面
積
を
詳
し
く
調
査
し
、
そ
の

生
産
量
を
見
積
も
り
、
一
人
一
人
の
田
地
の
生
産
量
を
定
め
、
田
地

を
授
け
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
策
の
実
施
に
あ
た
り
、

第
三
党
が
政
府
に
よ
る
土
地
の
没
収
と
い
う
急
進
的
方
法
を
主
張
し

た
の
に
対
し
、
神
州
国
光
社
の
人
々
は
そ
れ
に
反
対
し
た
。
い
ま
一

つ
の
対
立
点
は
、
国
家
建
設
構
想
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
第
三
党
は

労
農
政
権
を
中
心
と
し
て
、
国
家
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
二

段
階
革
命
論
を
採
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
神
州
国
光
社
の
人
々
は
ソ

連
型
の
社
会
主
義
を
否
定
し
、
階
級
闘
争
や
私
有
財
産
の
廃
止
に
反

対
し
た
。
周
君
は
、
こ
れ
を
「
資
本
主
義
」
へ
の
道
で
あ
る
と
結
論

づ
け
て
い
る
。
か
か
る
路
線
上
の
対
立
は
福
建
人
民
革
命
政
府
内
部

に
お
け
る
党
派
間
の
対
立
と
並
行
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
政

府
の
崩
壊
を
も
た
ら
す
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
人
民

政
府
内
部
の
党
派
的
対
立
を
路
線
と
権
力
の
側
面
か
ら
体
系
的
に
解

明
し
た
の
は
本
論
文
が
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
よ

い
。

　
第
七
章
の
結
論
は
、
本
論
文
の
分
析
を
基
礎
に
し
た
周
偉
嘉
君
の

第
三
党
論
で
あ
る
。
同
君
は
、
第
三
党
の
追
求
し
た
理
念
と
目
標
を

次
の
四
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
①
そ
れ
は
、
封
建
主
義
と
帝
国
主
義

に
反
対
し
て
平
民
革
命
を
提
唱
し
た
。
孫
文
の
三
民
主
義
を
継
承
し

つ
つ
、
社
会
主
義
を
目
指
し
た
。
そ
の
点
で
中
共
の
新
民
主
主
義
論

に
近
か
っ
た
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
指
導
権
を
否
定
し
た
こ
と

に
お
い
て
中
共
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
ω
平
民
政
権
は
、
西
側
の
三

権
分
立
、
孫
文
の
五
権
分
立
と
「
以
党
治
国
」
、
中
共
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
独
裁
を
拒
否
し
た
。
そ
れ
は
、
社
会
民
主
主
義
理
論
を
基
礎
と

し
た
』
八
七
一
年
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
立
法
・
行
政
を
統
合

し
た
人
民
代
表
制
に
近
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
⑥
土
地
革
命
を
二
段

階
に
区
分
し
、
第
一
段
階
で
は
耕
作
者
に
土
地
を
与
え
、
第
二
段
階

で
土
地
の
国
有
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
階
級
闘
争
に
よ
る
土
地
没

収
政
策
を
採
ら
な
か
っ
た
点
で
中
共
と
異
な
っ
て
い
た
。
ゆ
社
会
主

義
へ
の
移
行
の
過
渡
期
と
し
て
国
家
資
本
主
義
段
階
を
重
視
し
た
こ

と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
周
君
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
第
三
党
運
動
は
必
ず
し

も
強
力
な
も
の
で
は
な
」
か
っ
た
。
q
D
独
自
の
軍
隊
と
根
拠
地
を
欠

い
て
い
た
こ
と
、
ω
労
働
者
、
農
民
を
中
心
と
す
る
全
国
的
規
模
の

大
衆
的
基
盤
を
欠
い
て
い
た
こ
と
、
⑥
第
三
党
を
統
合
し
て
い
く
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
作
り
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
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そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
君
は
第
三
党
が
提
唱
し
た
理
念
と
運
動

が
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
国
民
革
命
、
中
国
民
主
同
盟
の
結
成
、

国
共
内
戦
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
の
時
期
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
本
論
文
の
分
析
結
果
を
前

提
と
し
て
、
結
論
で
示
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
評
価
は
非
常
に
適
切
で

あ
る
と
い
え
る
。

　
以
上
に
お
い
て
、
本
論
文
の
各
章
の
概
要
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
論
評
を
加
え
て
き
た
。
い
ま
一
度
要
約
す
れ
ば
、

本
論
文
の
優
れ
た
点
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
　
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
の
行
わ
れ
な
か
っ
た
第
三
党
を
取
り

上
げ
、
体
系
的
に
研
究
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
果
た
し
た
積
極
的
役

割
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
。

　
⑭
　
そ
の
た
め
に
日
本
と
中
国
に
お
け
る
資
料
を
探
索
・
発
掘
し
、

第
三
党
に
関
す
る
多
く
の
基
本
的
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
確
定
し
た

こ
と
。

　
⑭
　
こ
れ
ま
で
の
国
民
党
な
い
し
は
共
産
党
の
立
場
か
ら
の
評
価

に
代
わ
っ
て
、
第
三
党
そ
れ
自
体
を
分
析
し
、
二
〇
世
紀
の
中
国
政

党
史
の
な
か
で
適
切
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
。

　
ゆ
　
本
論
文
の
多
く
の
部
分
は
、
す
で
に
『
法
学
政
治
学
論
究
』
、

『
東
洋
学
報
』
、
『
東
洋
文
庫
近
代
中
国
研
究
彙
報
』
な
ど
の
学
術
雑

誌
に
発
表
さ
れ
、
評
価
を
え
て
い
る
こ
と
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
本
論
文
は
二
●
世
紀
中
国
政
党
史
に
対

す
る
創
造
的
貢
献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、
周
偉

嘉
君
の
研
究
の
今
後
の
発
展
を
願
っ
て
、
抗
目
戦
争
時
期
か
ら
中
華

人
民
共
和
国
時
期
に
至
る
間
の
第
三
党
、
さ
ら
に
は
第
三
勢
力
全
体

の
分
析
に
踏
み
込
む
こ
と
を
要
望
し
て
お
き
た
い
。

　
以
ヒ
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
審
査
員
一
同
は
周
偉
嘉
君
の
業
績
に

対
し
博
士
（
法
学
、
慶
慮
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
に
足
る
と
判
断

す
る
。一

九
九
六
年
六
月
二
〇
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

山
田
　
辰
雄

小
田
　
英
郎

国
分
　
良
成
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